
ひきこもり、学校問題、声なき声、
見えなかったものに光を当て、企画し、書籍化していく方法を学ぶ

参考図書 「ブラック支援  狙われるひきこもり」（角川新書）

ひきこもり・生きづらさ・社会課題を考え、発信する
ライター・編集実践講座

一般社団法人 SHIPひきこもりと共生社会を考えるネットワーク主催

学びと実践

現場を知るベテラン講師たちとワークや質疑応答を交えながら、当事者目線を大事に
洞察力、観察力、考察力を身につけ、社会を見つめる視点を学び、発信力を習得します。
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2006年、朝日新聞社入社。東京本社社会部などを経て、
特別報道部でひきこもりの状態にある人や家族の取材
を始める。2021年に新聞連載した「＃ひきこもりのリア
ル 『引き出し』ビジネス」が、「貧困ジャーナリズム大賞
2021」の貧困ジャーナリズム賞を受賞。2023年に出版
した「ブラック支援　狙われるひきこもり」（角川新書）
で、第29回平和協同ジャーナリスト基金賞奨励賞を受賞
した。支援をめぐる課題をテーマに取材を続けている。

1975年、山梨県生まれ。大学卒業後、就職氷河期で100
社ほど受けてケーブルテレビの会社に拾われる。その
後、サンケイスポーツを経て角川書店（当時）へ。スポー
ツ誌、都市情報誌の雑誌編集に携わり、2012年より書籍
編集部。ノンフィクションの編集部で、社会問題や教育、
自然科学などの編集に携わっている。最近は加速度を
増すテクノロジーによる人間への影響や、戦争を起こす
国とその民衆が気になっている。趣味は銭湯と読書。

私たちを取り巻く社会課題に光が当たり、読者が読み
たいと思う一冊になる。そのための企画はどのように
生まれるのか？  引き出し業者の実態に迫った書籍「ブ
ラック支援  狙われるひきこもり」。その著者である朝
日新聞記者の高橋淳さんと、同著の編集者であり、「学
校弁護士  スクールロイヤーが見た教育現場」「子ども
介護者 ヤングケアラーの現実と社会の壁」「新聞記者」

（いずれも角川新書）など、数多くのヒット作を手がけ
るKADOKAWA学芸ノンフィクション編集部の堀由紀子
さん。お二人の話から、実際の企画の立て方や、見えな
かったものに光を当て、読者が買い求めたくなる読み物

（作品）を編み出していくための実践を学ぶ。
※2回目の講座では、400字程度の課題（自分の身近な
ところからあなたが今、注目していること）を実際に執筆
して頂き、講師からの講評を受けられます。

◆本講座のねらい◆

2026年2月26日（木） 3月26日（木）第9回 第10回

※お申し込み〆切は、各講座の3日前です。
※プログラムの内容は変更になる場合があります。予めご了承ください。

「当事者経験を編集現場で活かすために大切にしていること」
「社会課題を動画で伝える講座」等。

講師：村田 くみ （SHIP! 編集長）

清川 玲奈（映像プロデューサー／ディレクター）
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※1講師につき2回ずつの講座のため、
2回連続で受講することを推奨します。

渋谷区地域共生サポートセンター
〈結・しぶや〉　

渋谷区桜丘町23-21　
渋谷区文化総合センター大和田9F

受講には「SHIP!」購読または会員登録が必要です。

お申込、詳細はコチラ➡

講師

「　　　 SPACE」講座

朝日新聞記者

 （株）KADOKAWA 
学芸ノンフィクション編集部
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ジャーナリスト。「SHIP!」発行人・代表理事。
約30年にわたり、ひきこもり関係を取材、数千人
の本人たちと関わる。Yahoo!ニュース「ベストエ
キスパート2025」グランプリ受賞。8050問題に
関する既成概念を打ち破る。

一般 1回 4 ,000円（税込）

ひきこもり・生きづらさ
当事者・経験者・会員 1回 2 ,000円（税込）
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